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銀行名 重役私財提供額 A 欠損総額 B A/B
今 治 商 業 銀 行 1,234 4,216 29.3
鞍 手 銀 行 500 2,624 19.1
小 田 原 実 業 銀 行 400 2,334 17.1
東 葛 銀 行 238 999 23.8
関 東 銀 行 0 2,356 0
台 湾 銀 行 0 268,500 0
徳 島 銀 行 200 2,626 7.6
河 泉 銀 行 250 483 51.8
西 江 原 銀 行 149 1,285 11.6
左 右 田 銀 行 3,874 16,129 24.0 
村 井 銀 行 2,677 40,586 6.6
八 十 四 銀 行 330 10,135 3.3
中 沢 銀 行 2,553 11,566 22.1
久 喜 銀 行 62 211 29.4
近 江 銀 行 5,100 40,650 12.5
栗 太 銀 行 150 1,006 14.9
東 京 渡 辺 銀 行 525 44,917 1.2
第 六 十 五 銀 行 0 4,845 0
中 井 銀 行 2,530 22,663 11.2


























































































































阿部房次郎 2.150 350 滋賀県小口貸出組合出資証書
　　市太郎 1,800 江　商　株
下郷伝平 1,250 200 滋賀県小口貸出組合出資証書
339 不動産
711 現　金
北川与平 900 100 滋賀県小口貸出組合出資証書
800 江　商　株
大原孫三郎 550 236 不動産 (大阪市 )
314 中国合同電気株
伊藤忠三 150 143 不動産
7 現　金

















































































































































株式数 株主氏名 株主数 役職 備考
株 人
30,000 下郷伝平 3 取締役 中ノ島製糸会社，京都殖産会社分加算
20,555 阿部市太郎 1 監査役
6,910 伊藤忠三 2 取締役 伊藤忠会社分加算
6,084 北川直助 1
5,400 瀬尾喜次郎 3 喜一郎，晋三郎分加算
2000 株以上 5,316 田附政次郎 1
4,750 杉中延寿 1
3,704 小林吟右衛門 4（元監査役）吟三郎，捨次郎，吟冶郎分加算
3,225 小泉新兵衛 2 三角興業会社分加算
2,850 西田庄助 2（元取締役）久太郎分加算
2,300 北川輿平 2 監査役 北川同族会社分加算
2,200 中島武一 1
2,000 阿部房次郎 1 取締役
1000 株以上 15,827 14
500 株以上 27,258 43
100 株以上 78,954 454
50 株以上 35,630 608
50 株未満 47,037 3,186
合計 300,000 4,329
（注） ・1926 年 7 月現在。
　　・株式数は，旧株と新株の合計。
　　・1000 株以上とは，1000 ～ 1999 株。以下同様。
（出所）近江銀行「付録株主姓名表」，同『第 65 期報告書』1926 年。
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－18 （     ）－
46　高橋亀吉 [1930]前掲書，259頁。
47　Jensen,M[1986]“Agency Costs of Free Cash Flow, Corporate Finance and Takeovers”
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